
役場の窓辺から yakuba no madobe kara役場の窓辺から yakuba no madobe kara
エコティかわね 事務局長

神東美希
の

◆川根のみきてぃとまるちゃんが綴る「ブログ版　川根本町エコティ日記」 http://ecotkawane.eshizuoka.jp/

一般社団法人エコティかわね
川根本町桑野山424-6
電話：0547-58-7000
ファクス：0547-58-7001
E-mail:ecotkawane@gmail.com

6,784人、何の数字か分かりま
すか？令和元年５月１日現在

の川根本町の人口です。私が８年
前にこの町に住み始めた頃は8,051
人だったので、８年間で1,200人以
上、平均すると年間約150人ずつ
減っていることになります。

役場の HP には年齢別や地区別
の人口も毎月掲載されてい

て、興味深いものがあります。例え
ば、５月１日現在で一番人口の多
い年齢は「71歳」で165人。逆に一
番少ない年齢は「１歳」で、たった
11人しかいません。

65歳 以 上 の 割 合 は 全 人 口 の
48.3%。これを世間では「高齢化

率」と呼びます。この町で65歳を高齢

者扱いしたら怒られちゃいますが…

人口減少と少子高齢化は日本全体
が直面している「大きな課題」だ

と言われていますが、そもそも人口が
減って困ることって何でしょう？

税収が減り、出費（福祉や医療
にかかるお金）が増えて、町

の財政を圧迫します。労働力が不
足、生産力が低下、経済活動が活発
に行われなくなります。空き家や
耕作放棄地が増えて、自然環境が
損なわれます。人手不足で冠婚葬
祭などの行事ができなくなりま
す。つまり、町全体に活気がなく
なってしまうのです。

移住者を増やそうという取り
組みは「川根本町を存続させ

よう、活気を取り戻そう」とする手
段のひとつ。私が来た８年前より
はるかに移住者・移住希望者は増
えていると実感しています。

５年前の調査で、町内に空き家
が約260戸あることが分かっ

ています。移住希望者のために空

き家を探すのも私たちの仕事です
が、なかなかうまくいきません。

年に数回戻ってくる。仏壇や家財
道具が片付かない。所有者が遠

くにいて連絡が取れない。所有者は
処分したいが親戚に反対される。理
由はさまざまですが、私たちは個人
の事情にまで踏み込めません。

でも、空き家の未来はこの町の
未来なのです！川根本町に

住みたいと思ってくれている人が
います。空き家を必要とする人が
います。空き家バンク（役場が移住
者向けの物件情報を提供する制
度）もあります。ぜひ空き家を活用
してもらいたいです。

今ここに暮らす皆さんが「空き
家」に対する意識や行動を

変えるだけで、川根本町の未来は
グッと明るくなります。空き家に
ついての相談は役場企画課、かわ
ね来風、エコティかわねのどちら
でも構わないので、まずはごお問
い合わせください。　

神東美希（かんとう みき）
平成24年５月から川根本町エコツーリズムネッ
トワーク事務局を担当。平成28年４月から一般
社団法人エコティかわねの事務局長としてエコ
ツーリズムを核とした様々なまちづくり事業を展開。
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